





On the Development of a Program to Put the University as the 
Centre of the Community : Organization of the “Students’Fire 
Brigade”and the “Prevention of Disaster’Lectures”
Katsuya FURUICHI１），Nazario BUSTOS２），Yohei YAMASHITA３）
Abstract
Now it is the time for the Universities to become the center for the development of communities. 
Kyushu Kyoritsu University, has been trying to convert itself into the Center of the Community (COC)
through the development of two programs. The first is the formation of a “Students’Fire Brigade”
with the students of the Department of Physical Education who are eager to become public 
servants(fireman or police officer) and those who are willing to form part of the “Prevention of Disasters 
Group”at the time of occurrence of any emergency. The second is the organization of lectures targeting 
the members of the community at large.
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月日 訓練事項 講師（案） 備考
月日
結団式・消防の仕事に
ついて（説明）
北九州市
消防局
交渉中
月日 規律訓練（年2回）
北九州市
消防局
9月
防火服着装訓練
（年2回）
北九州市
消防局
9月
ホース搬送訓練
（年2回）
北九州市
消防局
10月
消火器取扱訓練
（年2回）
北九州市
消防局
10月
日大
学祭
地震体験車（年1回）
学生消防クラブ（隊）
の披露式
北九州市
消防局
11月 DIG（年1回）
北九州市
消防局
12月 救急講習会（年1回）
北九州市
消防局
＜その他＞
八幡西消防署折尾分団の模範演技と交流・訓練（計画
案）
73
大学が「COC」（地域コミュニティの中核）となる活動推進プログラム開発に関する研究
～「学生消防隊」の結成と「地域防災講座」の開発～
学生団員の自主訓練方法
毎週:水曜日5時間目に1時間訓練！（予定）
（３）九州共立大学「学生消防隊」結団式：表-3
日時：平成26年8月6日（水曜日）14:00 ～
場所：スポーツ学部A館４０１
日程内容　14:00 ～　
　　　　　会式の言葉（司会：古市，趣旨説明）
大学挨拶（九州共立大学事務局長）
北九州市八幡西消防署挨拶（予防課長）
学生代表挨拶（茅切正俊）
閉式の言葉
　14:45 ～「消防の仕事について（説明）」：北九州
市総務部人事課係長　
質疑応答
クラブ員
　　
６．「防災講座」の試案
（１）日時：
（２）実施場所：九州共立大学自由が丘会館
（３）主催：福原学園3大学，北九州市危機管理課，八
幡西消防署，
共催：北九州市婦人会連合会，折尾東市民セン
ター，折尾西市民センター，
（４）定員：100名，（５）受講料：無料
（６）対象：学生，八幡西区自主防災組織リーダー，
各種団体リーダー
（７）講座内容（検討案）　表-4
日時 　テーマ・内容 担当講師
「危機管理とは何か」
北九州市危機管
理課（予定）：管
理監　
「八幡西区」における緊急避
難の心得
北九州市八幡西
消防署
「救急救命士」の役割 救急救命センター
「東日本大震災を土木の視点
から考える」
－災害対応を担う土木・建
築界」―
九州共立大総合
研究所長
「緊急避難時の事故防止への
対応」
九州共立大学ス
ポーツトレーニン
グセンター長：
「地域防災体制の強化と支
援」－無人機の活用―
九州共立大学共
通教育センター講
師
「自主防災組織活動の在り
方」
北九州市危機管
理課（予定）
八幡西区自主防
災リー ダー
「津波や高潮から身を守るに
は」
九州共立大学」
総合研究所特別
研究員
九州共立大学の「避難所」
指定に期待する
シンポジウム：
北九州市八幡西
区長
八幡西消防署長
北九州市婦人会
長
八幡西消防第6
分団長
（８）留意点
＜留意点＞
　地域の「自主防災組織」との連携は「市の危機管理
課」の協力が必要である．
　北九州市危機管理課，北九州市消防局，八幡西消防
署，八幡西区「自主防災組織」，八幡西消防団第６分団，
八幡西区自治会長，婦人会長，市民センター館長等と
の連携が必要である．
７．おわりに
　本研究で本学は，地域の安心安全の拠点としての役
割・機能を十分に果たす事ができる事が明らかになっ
た．すなわち，広大な敷地，耐震化された校舎・体育
館，広い駐車場，スポーツ競技場，日常も数千人規模
の学生が利用する食堂2カ所等々が備わっており，「緊
急避難所」としての役割機能を果たす事ができる．そ
して，その役割機能が果たせるように常日頃から緊急
事態を想定しトレーニングしておくのが九州共立大学
「学生消防隊」であると確信する．また，どのように
して「学生消防隊」を訓練するかの手順・手法の開発
が見えてきた段階である．
　さらに，地域住民や地域の自主防災メンバー対象の
「防災講座」も開発できたので，今後，実施に向けて
更なる研究・検討を図って参りたい．
74 古市　勝也　他
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